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　自
然
の
山
の
中
に
あ
る
城
跡
で
は
様
々
な
動
物
や
虫
に
遭
遇
し
ま
す
。今
回
は
城

跡
へ
の
道
中
で
カ
ラ
ス
の
大
群
に
遭
遇
し
、さ
ら
に
城
内
で
は
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
と

鉢
合
わ
せ
ま
し
た
。秋
か
ら
冬
は
城
歩
き
に
は
最
適
で
す
が
、山
中
は
危
険
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。装
備
や
服
装
な
ど
準
備
は
念
入
り
に
し
て
登
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

      

　
　
　
　
学
芸
員
　
秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
五
十
四
回

編
集
後
記

　
紅
葉
の
季
節
、
車
で
走
っ
て
い
て
も

山
々
は
赤
や
黄
色
に
染
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
内
に
も
紅
葉
の
名
所
が
い
く
つ
か
あ

り
、
甲
田
の
唯
称
庵
跡
は
特
に
有
名
で

多
く
の
方
が
訪
れ
ま
す
。

　
吉
田
で
は
郡
山
公
園
が
綺
麗
で
す
。

観
光
客
も
多
く
な
い
の
で
ゆ
っ
く
り
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
よ
く
晴
れ
た
昼

頃
、
林
の
中
の
歩
道
に
入
り
、
太
陽
の

方
を
見
る
と
、
紅
葉
と
太
陽
が
重
な
り

光
輝
く
よ
う
な
紅
葉
を
み
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
森
本
）

　
今
月
号
は
吉
田
高
校
と
向
原
高
校
の

生
徒
の
皆
さ
ん
に
表
紙
を
飾
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
自
分
は
ま
だ
ま
だ
若
い

と
思
っ
て
い
て
も
、
高
校
生
を
見
る
と
、

そ
の
元
気
さ
に
い
つ
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。

快
く
取
材
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
（
田
村
）

今
月
の
表
紙
▼

　
「
安
芸
高
田
市
の
ど
こ
が
好
き
？
ど

う
し
た
い
？
ど
う
な
っ
て
ほ
し
い
？
」

と
い
う
問
い
か
け
に
対
し
て
、
吉
田
高

校
、
向
原
高
校
各
４
名
の
生
徒
が
自
分

な
り
に
考
え
た
答
え
を
紙
に
書
い
て
く

れ
ま
し
た
。

立
地
： 

高
宮
町
来
女
木
と
美
土
里
町
北
の
境
界
近
く
、蛾
々
羅
尾
山
北
東
の
尾
根
上
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。

集
落
の
背
後
の
山
上
に
あ
り
、城
跡
か
ら
は
北
と
東
方
向
が
良
く
見
渡
せ
ま
す
。

歴
史
： 

江
戸
前
期
の「
高
田
郡
村
々
覚
書
」に「
か
か
ら
お
城
山
」と
あ
り
、以
後
、江
戸
時
代
の
主
な
地
誌
類

や
絵
図
に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。城
主
等
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
が
、大
正
期
の「
高
田
郡
誌
」に

は「
岩
崎
久
郎
右
衛
門
通
修
」の
居
城
と
あ
り
ま
す
。来
女
木
は
古
代
の「
訓
覔
郷
」が
そ
の
地
名
の
由

来
で
、戦
国
期
に
は「
く
る
め
木
」と
記
さ
れ
、史
料
上
か
ら
永
享
４（
１
５
３
１
）年
に
は
毛
利
元
就

の
支
配
下
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。し
か
し
、そ
れ
以
前
は
は
っ
き
り
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

城
跡
： 

現
在
は
樹
木
に
覆
わ
れ
荒
れ
て
い
ま
す
が
、山
城
と
し
て
の
要
素
が
凝
縮
さ
れ
た
非
常
に
見
所
の
多

い
城
跡
で
す
。規
模
は
周
辺
の
城
跡
と
比
べ
て
も
標
準
的
で
、郭
Ａ
を
中
心
と
し
て
南
に
郭
Ｂ
、東
に

郭
Ｃ
を
配
置
し
全
体
と
し
て
は
東
南
方
向
を
向
い
て
い
ま
す
。Ａ
と
Ｂ
の
外
縁
に
は
土
塁
が
巡
り
、

ま
た
、城
の
周
囲
に
は
確
認
で
き
た
だ
け
で
６
本
も
の
堀
切
が
残
り
ま
す
。さ
ら
に
、Ａ
と
Ｃ
の
斜
面

に
は
一
部
に
比
較
的
大
き
な
石
で
積
ま
れ
た
石
垣
が
あ
り
ま
す
。

考
察
： 

規
模
に
対
し
て
過
剰
と
も
い
え
る
堀
切
、そ
し
て
土
塁
が
入
念
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、軍

事
的
緊
張
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。ま
た
、戦
国
時
代
の
城
で
は
稀
な
石
垣
も
築
か
れ
て
お
り
、こ

の
集
落
の
有
力
者
の
城
に
は
見
え
ま
せ
ん
。ま
た
こ
の
城
の
背
後（
北
及
び
西
側
＝
現
美
土
里
町
域
）

は
高
橋
氏
の
勢
力
圏
で
あ
っ
た
こ
と
や
、近
隣
の
高
橋
方
の
城
と
軍
事
性
の
高
い
構
造
が
似
て
い
る

こ
と
か
ら
、毛
利
氏
の
支
配
前
に
高
橋
氏
に
関
係
し
た
城
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

安
芸
高
田
歴
史
紀
行

俄
々
羅
尾
城

が

が

ら

お

じ
ょ
う

《
高
宮
町
来
女
木
》

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】

標
高
／
３
９
０
ｍ
、比
高
／
１
０
０
ｍ

史
跡
指
定
／
未
指
定

城
主
／
不
明

所
要
時
間
／
東
山
麓
か
ら
30
分

う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り
ぐ
ん

ま
さ
は
る

く
ら
の
じ
ょ
う

Ｃの石垣（南側より撮影）

俄々羅尾城遠望（南側より撮影） 周辺位置図

く
る
べ
き

俄々羅尾城略測図（作図　秋本哲治）
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市長
　コラム

ワイド版

第 回

経
営
戦
略
と
し
て
の
「
農
業
改
革
」
に
期
待

　

農
業
は
安
芸
高
田
市
に
と
っ
て
主
要
な
産
業
で
あ

り
、
大
切
な
生
活
の
糧
で
あ
り
ま
す
。
政
府
は
日
本

の
農
業
を
守
る
た
め
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
米
価
を
税
に
よ
り
安
定
さ
せ
る
「
食
糧
管
理

法
」、
外
国
米
の
輸
入
に
対
す
る
「
関
税
」、
米
の
生

産
調
整
「
減
反
政
策
」
等
、
様
々
な
施
策
を
通
じ
て

守
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
中
山
間
地
域
の
小
規
模
の
稲
作
農
家
が
救
わ
れ

て
き
た
事
は
事
実
で
あ
り
ま
す
。
我
が
国
の
農
業
は

手
厚
い
保
護
政
策
に
よ
り
、
あ
る
程
度
守
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
一
方
で
は
農
家
の
農
業
意
欲
の
衰
退
、

コ
ス
ト
意
識
が
無
く
な
っ
た
事
も
ま
た
事
実
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
米
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
野
菜
や
果

実
、
畜
産
へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
な
い
現
状
も
あ
り

ま
す
。

　

我
が
国
の
農
業
産
出
額
は
ピ
ー
ク
時
の
１
９
８
４

（
Ｓ
59
）
年
で
11
・
7
兆
円
、
２
０
１
２
（
Ｈ
24
）

年
で
8
・
5
兆
円
と
大
き
く
後
退
し
ま
し
た
。
特
に

政
府
と
し
て
米
政
策
を
施
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

米
の
産
出
額
は
半
減
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
原
因
は
、

食
の
多
様
化
に
よ
る
米
消
費
の
減
少
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
が
さ
ら
に
農
家
の
米
生
産
に

対
す
る
意
欲
低
下
を
招
い
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
輸
出
は
自
動
車
等
工
業
製
品
が
主
で
あ

り
、
農
作
物
の
割
合
は
わ
ず
か
0
・
8
％
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
日
本
政
府
は
基
本
的
に
、
今
後

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
関
税
を
自
由
化

し
撤
廃
す
る
方
が
日
本
に
と
っ
て
有
利
と
考
え
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
農
業
が
主
要
な
産
業
で
あ
る
安
芸

高
田
市
と
し
て
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
よ
る
農
産
物
の

関
税
撤
廃
は
賛
成
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
国

策
と
し
て
実
施
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
中
山
間
地
域

が
生
き
残
る
こ
と
の
で
き
る
、
こ
れ
ま
で
と
は
次
元

が
異
な
る
対
策
を
講
じ
て
、
担
い
手
農
家
と
と
も
に

兼
業
農
家
が
守
ら
れ
、
国
民
の
生
活
が
守
ら
れ
る
抜

本
的
な
「
農
業
改
革
」
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

政
府
は
成
長
戦
略
の
目
玉
と
し
て
、「
農
業
改
革
」

を
掲
げ
、
農
業
分
野
の
規
制
を
緩
和
す
る
改
革
を
決

定
し
、
新
し
い
「
農
業
・
農
村
政
策
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
こ
の
改
革
は
意
欲
あ
る
農
業
経
営
者
が
存
分

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来
る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
農
村
の
多
面
的
機
能
を
維
持
し
、
食
料
自
給
率

を
向
上
さ
せ
、「
強
い
農
林
水
産
業
」
と
「
美
し
く

活
力
あ
る
農
山
漁
村
」
の
創
造
を
目
指
し
、
美
し
い

農
山
村
を
次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
を
目
標
に　

①

農
地
の
多
面
的
機
能
を
支
え
る
「
日
本
型
直
接
支
払

い
制
度
の
創
設
」　

②
需
要
に
応
じ
た
主
食
米
の
生

産
が
行
え
る
よ
う
、
環
境
整
備
を
進
め
る
「
水
田
フ

ル
活
用
と
米
施
策
の
見
直
し
」　

③
意
欲
あ
る
農
業

者
が
幅
広
く
参
画
で
き
る
「
経
営
所
得
安
定
対
策
の

見
直
し
」　

④
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
を
加
速

す
る
「
農
地
中
間
管
理
機
構
の
創
設
」
の
4
つ
の
改

革
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
も
う
農
業
は
ダ
メ
だ
」
と

諦
め
ず
、
再
生
に
向
け
て
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
を
き
っ
か
け
に
、
農
地
の

集
積
を
推
進
し
、
大
規
模
化
を
図
り
、
農
業
生
産
を

高
め
る
一
方
で
耕
作
放
棄
地
の
対
策
を
有
効
に
施

し
、
地
域
全
体
で
農
業
の
効
率
を
高
め
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、農
地
を
企
業
に
貸
し
雇
用
・

経
営
に
参
画
す
る
事
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
民
間
会
社

の
農
地
の
所
有
を
認
め
、
企
業
参
入
を
促
す
対
策
も

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
と
し
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
の
農
地
は
、
農
産
物
の
生
産
地
の
み

な
ら
ず
、
洪
水
調
節
や
環
境
保
全
の
多
面
的
機
能
を

有
す
る
事
を
国
民
に
Ｐ
Ｒ
し
、
も
っ
と
も
っ
と
若
者

に
中
山
間
地
域
の
良
さ
を
理
解
し
て
頂
き
、
訪
れ
て

頂
き
、体
験
し
て
頂
き
た
い
。
都
市
か
ら
田
舎
へ
Ｕ
・

Ⅰ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
若
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

若
者
に
魅
力
あ
る
安
芸
高
田
市
を
創
生
し
、
多
く

の
若
者
に
帰
っ
て
来
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成26年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

101件

0人

151人

110件

3人

137人

－9件

－3人

＋14人

死 者 数

負傷者数

H26.10末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

　　・運動の重点　○飲酒運転の根絶
　　　　　　　　　○高齢者の交通事故防止

　例年、この時期は、夕暮れ・夜間の交通事故防止
を図るため、車両の運転者に対する「早めのライト
点灯」上向きライトの励行（こまめな切り替え）及
び自転車のライト点灯を促進する運動を展開中です。

　●歩行者の方へ
　　・夕暮れ・夜間は、反射材を活用して、車や自転

車に自分の存在をアピールしましょう。
　　・道路を横断する際は、昼間以上に左右の安全を

確認して横断しましょう。

～ 広島県では、「点ける広島県」
ライト点灯運動実施中 ～

81

行楽の時期となり交通量も増加傾向にあります。
緊張感を持った運転に努めましょう。

　振り込め詐欺、パンフレットの送り付けなど警察
や市役所を名乗る電話など詐欺の手口は様々です。
　しかし、犯人が必ずする事は電話での会話です。
　そこで、詐欺電話を100％防ぐには

常に留守番電話にしておく
ということです。
　会話ができなければ、あなたを騙す方法が無くな

ります。録音内容を、後で落ち着いて聞けばよいの
です。落ち着いていれば、人に相談することもでき
ます。
　家族や知り合いなら、途中で受話器をとればいい
のです。

留守番電話を実践して下さい

詐欺電話を100％防ぐ方法

○年末交通事故防止県民総ぐるみ運動が始まります！
　●12月11日（木）から12月20日（土）までの10日間
　　・スローガン　「ゆずりあい　そのやさしさも　お

もてなし」

つ
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　「地域や子ども会などの行事に参加しています」「自分の住んでいる地域
のことが好きです」の質問に対して肯定的に回答した児童生徒の割合が、

県平均を上回っています。安芸高田市の児童生徒は、地域の教育力に支えられています。子供たちの健
やかな成長のため、今後とも、引き続きご指導ご協力をお願いいたします。

平成26年度実施学力等　調査の結果について　 安芸高田市教育委員会

　右のグラフは、生活と学習に
関する調査（広島県「基礎・基
本」定着状況調査）から、家
庭での学習時間について示した
ものです。１時間以上と回答し
た児童生徒の割合が、小学校は
51.2%、中学校は65.4%でした。
小学校は県平均を下回り、中学
校は県平均を上回っています。
　また、学校の授業を復習する
児童生徒の割合は、小学校、中
学校とも広島県の平均よりも大
きく上回っていま
す。復習を中心
に家庭学習を進
めていることがわ
かります。通過
率の高い児童生
徒は、予習も復
習も行っていると
回答している割
合が高いと報告
されています。

　安芸高田市では、全国学力・学習状況調査、広島県「基礎・基本」定着状況調査を実施しました。その結果から、総体的に、
児童生徒は、基礎的・基本的な学習内容を概ね身に付けていますが、それを活用する問題（特に説明をする問題）において、
小中学校ともに課題があることが分かりました。
　各学校では、今回の調査結果をもとに、誤答分析を行い、指導方法等の改善計画を立て学力向上に向けた取組を進めています。
安芸高田市では、引き続き、学習補助員等を配置するなど個に応じた指導の充実を図り、「わかる」授業づくりに努めていきます。

広島県「基礎・基本」定着状況調査
国語・算数・理科　　６月1０日実施

・	国語、算数、理科のタイプⅠは、通過
率が６0％以上であり、基礎的・基本的
な内容は概ね定着していると言えます。

	 国語タイプⅡでは、理由を挙げた記述、
算数タイプⅡでは、筋道立てて説明す
ることに課題があります。理科は、領
域によって定着状況に偏りが見られ、
科学的な思考・表現に課題があります。

広島県「基礎・基本」定着状況調査
国語・数学・理科・英語　６月1０日実施

・	国語、数学、英語は、通過率が60％
以上であり、基礎的・基本的な内容
は概ね定着していると言えます。

	 理科は、化学の領域において課題が
あり、特に、観察・実験の結果など
を分析し、解釈することに課題があ
ります。

全国学力・学習状況調査
国語・算数　４月22日実施

・	国語Ａ、算数Ａの通過率は、６0％
以上であり、基礎的・基本的な内容
は概ね定着していると言えます。

	 国語Ｂでは、必要な内容を関連付け
ながらまとめて書くことに課題があ
ります。算数Ｂでは、答えを求める
方法を記述したり、判断の理由を記
述したりすることに課題があります。

全国学力・学習状況調査　
国語・数学　４月22日実施

・	国語Ａ、数学Ａの通過率は、60％
以上であり、基礎的・基本的な内
容は概ね定着していると言えます。
	 国語Ｂでは、適切な情報を得て、
伝えたい事実や事柄が明確に伝わ
るように書くことに課題があります。
	 数学Ｂでは、問題を解決する方法
を説明することに、課題があります。

広島県「基礎・基本」定着状況調査では、
調査の種類が次のように分かれています。
・タイプⅠ…基礎的・基本的な内容
・タイプⅡ…活用する力などに係る内容

全国学力・学習状況調査では、調査の種類が次のよ
うに分かれています。
・国語Ａ、算数・数学Ａ…主として知識に関する問題
・国語Ｂ、算数・数学Ｂ…主として活用に関する問題

通過率とは…
正答（正しい答え）または準正答（完
全な誤りではなく、正答として考えら
れる答え）であった児童生徒の割合

地域の教育力

家庭学習の定着

　家庭での学習習慣を定着させ、
学力を伸ばすためには、基本的
生活習慣の確立が不可欠です。
これまで家庭と学校が協力して
「ノーゲーム・ノーテレビデー」
などに取り組んできましたが、平
日に３時間以上テレビやゲームに
向かう児童生徒の割合は、県平
均に比べて高くなっています。就
寝時刻、起床時刻、家庭学習を
始める時刻を固定し、基本的生活
習慣を身につけることが大切です。

生活習慣の確立

89



 

保
育
所（
園
）

■
入
所
（
園
）
の
基
準

　

保
育
所
（
園
）
に
入
所
で
き
る
子
ど

も
は
、
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
ま
た
同
居
の
家
族
が
保
育
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
す
。

⑴
昼
間
に
家
庭
外
で
働
い
て
い
る
。

⑵
昼
間
に
家
庭
内
で
子
ど
も
と
離
れ
て

家
事
以
外
の
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。

⑶
妊
娠
中
か
、 

出
産
間
も
な
い
。（
こ

の
場
合
の
入
所
期
間
は
出
産
前
３
か

月
、 

出
産
後
３
か
月
で
す
）

⑷
病
気
や
ケ
ガ
の
治
療
中
か
、
心
身
に

障
害
が
あ
る
。

⑸
長
期
に
わ
た
り
病
気
や
障
害
が
あ
る

家
族
を
介
護
し
て
い
る
。 

⑹
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
。 

■
入
所 

（
園
） 

手
続
き

　
●
申
込
書
の
配
布

　

・
配
布
期
間　

12
月
５
日（
金
）か
ら

　

・
配
布
場
所　

子
育
て
支
援
課
・
各

支
所
窓
口
係
、
各
保
育
所
（
園
）

　
●
受
付
期
間
　

　
　

平
成
26
年
12
月
12
日
（
金
）
～

 

平
成
27
年
１
月
13
日
（
火
）

　
●
提
出
書
類

　

・
入
所
申
込
書

　

・
入
所
基
準
に
該
当
す
る
事
項
の
証

明
書
（
父
・
母
） 

　

・
平
成
26
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写
し 

（
受
付
期
間
内
に
提
出
で
き
な
い
場

合
は
後
日
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

※
確
定
申
告
を
さ
れ
る
場
合
は
、
申

告
書
の
控
え
の
写
し
を
後
日
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
食
事
調
査
票

　

●
入
所
（
園
）
の
決
定

　
　

３
月
上
旬
に
保
護
者
へ
通
知

　

●
保
育
料
の
決
定

　
　

４
月
中
旬
に
保
護
者
へ
通
知

■
広
域
入
所
を
希
望
す
る
場
合

　

安
芸
高
田
市
以
外
の
保
育
所
に
入
所

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
市
町
村
間
で

契
約
な
ど
が
必
要
で
す
の
で
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
育
休
・
産
休
明
け
で
職
場
復
帰
す
る
場
合

　

保
護
者
が
育
児
休
業
・
産
後
休
暇
取

得
後
、
職
場
に
復
帰
を
予
定
さ
れ
て
い

る
方
は
、
入
所
希
望
月
の
２
か
月
前
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
求
職
活
動
中
で
入
所
を
希
望
す
る
場
合

　

４
月
以
降
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
年
度
途
中
に
入
所
の
場
合

　

年
度
途
中
の
入
所
は
、 

入
所
希
望
す

る
月
の
前
月
の
15
日
（
15
日
が
休
日
の

場
合
、 

直
前
の
開
庁
日
）
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
既
に
保
育
所
に
入
所
中
の
場
合

　

毎
年
、継
続
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

書
類
は
保
育
所
（
園
）
を
通
じ
て
お
渡

し
し
ま
す
。（
12
月
中
旬
予
定
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
子
育
て
支
援
課

 

４
７ 

－ 

１
２
８
３　

・
各
支
所
窓
口
係

 　

八
千
代
支
所

５
２ 

－ 

２
１
１
１　

 

美
土
里
支
所

５
４ 

－ 

０
３
１
１　

 

高
宮
支
所　

５
７ 

－ 

０
３
１
１　

 

甲
田
支
所　

４
５ 

－ 

４
１
１
１　

 

向
原
支
所　

４
６ 

－ 

３
１
１
１　

※
申
請
状
況
に
よ
っ
て
は
希
望
保
育
所

（
園
）以
外
に
入
所
し
て
い
た
だ
い
た
り
、 

入
所
待
ち
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

保育所名 経営主体 定員 開所時間 主な事業

吉田保育所
吉田町吉田1998
℡42－0662

社会福祉
法 人
報 正 会

160 平　日７:30～19:00
土曜日７:30～19:00

・地域子育て支援センター（育児
相談、	園庭開放など）	

みつや保育所
吉田町吉田1786
℡42－1328

社会福祉
法 人
報 正 会

60 平　日７:30～19:00
土曜日７:30～19:00

・入所対象年齢：３歳未満児
・乳児保育（生後２か月から受入）	
・体験保育

可愛保育園
吉田町山手647
℡43－1776

社会福祉
法 人
愛 心 会

120 平　日７:15～19:00
土曜日７:15～19:00

・乳児保育（生後２か月から受入）
・一時保育（緊急時の保育や私的
理由による保育に対応）

入江保育園
吉田町上入江1986－2
℡43－1011

社会福祉
法 人
報 正 会

40 平　日７:30～19:00
土曜日７:30～19:00

・乳児保育（生後２か月から受入）	
・一時保育
・体験入園

八千代南保育園
八千代町上根1372
℡52－3048

社会福祉法人
八千代愛児会 50 平　日７:30～19:00

土曜日７:30～18:30
・乳児保育（生後３か月から受入）	
・一時保育

刈田保育園
八千代町勝田1670
℡52－2099

社会福祉法人
八千代愛児会 30 平　日７:30～19:00

土曜日７:30～18:30
・乳児保育（生後３か月から受入）	
・一時保育

みどりの森保育所
美土里町本郷1714－2
℡54－0880

安 芸
高 田 市 80 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入）	
・園庭開放

ふなさ保育園
高宮町佐々部531
℡57－0007

安 芸
高 田 市 60 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入）	
・園庭開放

くるはら保育園
高宮町原田3380－4
℡57－1633

安 芸
高 田 市 60 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入）	
・園庭開放

かわね保育園
高宮町川根2749－1
℡58－0259

安 芸
高 田 市 30 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入）	
・園庭開放

小田東保育所
甲田町高田原1663
℡45－2118

安 芸
高 田 市 80 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入）	
・園庭開放

甲立保育所
甲田町上甲立337
℡45－2199

安 芸
高 田 市 60 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入）	
・園庭開放

小原保育所
甲田町下小原3472－6
℡45－2653

安 芸
高 田 市 45 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入）	
・園庭開放

向原こばと園
向原町坂350
℡46－7022

社会福祉
法 人
三 篠 会

120 平　日７:00～19:30
土曜日７:00～19:30

・乳児保育（生後２か月から受入）	
・園バス送迎	

■
利
用
対
象

　

小
学
校
1
～
3
年
生
の
児
童
で
、
保

護
者
が
就
労
な
ど
に
よ
り
家
庭
に
誰
も

い
な
い
環
境
に
あ
る
児
童
と
、
市
長
が

健
全
育
成
の
た
め
に
特
に
認
め
る
児
童

■
申
請
書
類

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
請
書
、

在
職
証
明
書
（
そ
の
他
証
明
書
）

■
申
請
書
の
配
布

　

平
成
26
年
12
月
5
日
（
金
）
か
ら

■
受
付
期
間

　

平
成
26
年
12
月
12
日
（
金
）
～

 

平
成
27
年
1
月
13
日
（
火
）

■
申
請
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課　

４
７

－

１
２
８
３

　

各
支
所
窓
口
係

平
成
27
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　

放
課
後
や
長
期
休
業
期
間（
夏
休
み
、

冬
休
み
、
春
休
み
）
に
、
小
学
生
の
お

子
さ
ん
を
各
施
設
で
お
預
か
り
す
る
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。

　

2
月
下
旬
ご
ろ
、
承
諾
ま
た
は
不
承

諾
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

【減額・免除】
・兄弟姉妹での利用の場合は、2人目以降の利用は半額です。
・生活保護・就学援助受給世帯は無料です。（別途申請が必要）

■利用料金

平日利用
 （長期休業　
　期間含む）

長期休業
期間利用

 （夏・冬・春休み　
　　　すべて利用）

長期休業期間利用

月3,000円 年7,000円
夏休みのみ 年6,000円
冬休みのみ 年1,500円
春休みのみ 年1,500円

★印の施設は、例年申し込みが多いので、
早めに申請してください。

施　設　名 小学校区
イ ル カ ク ラ ブ （★） 吉田小学校
第2イルカクラブ

（原則1年生対象）（★） 吉田小学校

にこにこクラブ （★） 可愛小学校
郷野児童クラブ 郷野小学校
刈田児童クラブ（仮称） 刈田小学校
根野児童クラブ（仮称） （★） 根野小学校
めだか児童クラブ

（ 低 学 年 対 象 ）（★） 美土里小学校

第2めだか児童クラブ
（ 高 学 年 対 象 ）（★） 美土里小学校

ふなさ児童クラブ 船佐小学校
くるはら児童クラブ 来原小学校
小田東児童クラブ 小田東小学校
ひまわり児童クラブ 甲立小学校
小田児童クラブ （★） 小田小学校
向原児童クラブ（仮称）

（ 低 学 年 対 象 ）（★） 向原小学校

第2向原児童クラブ（仮称）
（ 高 学 年 対 象 ）（★） 向原小学校

保
育
所（
園
）

児
童
ク
ラ
ブ

申
込
開
始

平成27年度
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26

～
正
し
く
使
っ
て
ま
す
か
？�

　
暖
房
器
具
・
火
気
器
具�

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
～

　

暖
房
器
具
を
既
に
お
使
い
の
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
近
年
、
暖
房
器
具
や
火

気
器
具
の
誤
っ
た
使
用
に
よ
る
火
災
や

爆
発
事
故
な
ど
が
全
国
的
に
発
生
し
て

お
り
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
内
に
お
い
て
も
暖
房
器

具
に
起
因
す
る
火
災
が
例
年
発
生
し
て

お
り
、
そ
の
多
く
は
誤
っ
た
使
用
方
法

が
原
因
で
す
。

　

暖
房
器
具
や
火
気
器
具
を
使
用
す
る

際
は
、次
の
事
項
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
暖
房
器
具
使
用
前
に
チ
ェ
ッ
ク
】

・
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
前
に
ほ
こ
り

や
ゴ
ミ
な
ど
を
取
り
除
く
。

・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
燃
料
が
灯
油
で
あ

る
事
を
確
認
し
、
前
年
か
ら
持
ち
越

し
た
不
良
灯
油
な
ど
は
使
用
し
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に
給
油
す
る
際
、
灯

油
を
こ
ぼ
し
た
ら
十
分
に
ふ
き
取
る
。

【
暖
房
器
具
使
用
時
の
チ
ェ
ッ
ク
】

・
暖
房
器
具
は
必
ず
火
を
消
し
て
か
ら

給
油
す
る
。

・
暖
房
器
具
の
上
で
洗
濯
物
を
干
さ
な

い
。

・
暖
房
器
具
の
近
く
に
毛
布
、
衣
類
、

雑
誌
な
ど
の
燃
え
や
す
い
も
の
や
、

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶
な

ど
温
め
ら
れ
る
と
爆
発
の
危
険
性
が

あ
る
も
の
は
絶
対
に
置
か
な
い
。

【
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
使
用
時
の
チ
ェ
ッ
ク
】

・
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
お
お
う
よ
う
な

大
き
な
調
理
器
具
は
使
用
し
な
い
。

・
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
や
ガ
ス

コ
ン
ロ
の
上
に
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を

置
か
な
い
。

・
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
２
台
並
べ
て
使

用
し
な
い
。

・
石
綿
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
付
魚
焼
き
器
や

焼
き
網
、
陶
板
プ
レ
ー
ト
な
ど
は
蓄

熱
性
が
高
く
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
が

過
熱
し
爆
発
な
ど
の
危
険
性
が
あ
る

の
で
使
用
し
な
い
。

【
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
の

 

廃
棄
方
法
を
チ
ェ
ッ
ク
】

　

ガ
ス
が
残
っ
た
状
態
で
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
を
捨
て
て
し
ま
う

と
ゴ
ミ
収
集
車
の
中
で
ガ
ス
が
漏
れ
、

火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

①
ガ
ス
が
残
っ
て

い
な
い
か
缶
を

振
っ
て
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

（
シ
ャ
カ
シ
ャ

カ
音
が
し
た
ら
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
）

②
缶
を
振
っ
て
も
音
が
し
な
く
な
っ
た

ら
缶
類
と
し
て
、
資
源
物
ま
た
は
燃

え
な
い
ご
み
専
用
収
集
袋
に
入
れ
て

廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。（
穴
を
空
け

な
く
て
よ
い
で
す
）

　

事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、
適
切
に
廃

棄
し
ま
し
ょ
う
。

～
普
通
救
命
定
期
講
習
会
に
つ
い
て
～

　

こ
れ
か
ら
の
時
季
、
道
路
に
積
雪
が

あ
っ
た
り
、
路
面
が
凍
結
し
て
い
る
場

合
、
救
急
車
の
救
急
現
場
到
着
が
遅
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

心
臓
と
呼
吸
が
止
ま
っ
て
か
ら
時
間

の
経
過
と
と
も
に
救
命
の
可
能
性
は
急

激
に
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な

ら
な
い
た
め
に
も
、
そ
ば
に
居
合
わ
せ

た
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
救
命
処
置

を
行
う
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

現
場
に
居
合
わ
せ
た
市
民
か
ら
救
急

隊
、
そ
し
て
医
師
へ
命
の
バ
ト
ン
を
引

き
継
ぐ
「
救
命
の
リ
レ
ー
」
を
途
切
れ

さ
せ
な
い
た
め
に
、
救
命
の
第
一
走
者

と
し
て
「
救
命
の
リ
レ
ー
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

消
防
署
で
は
普
通
救
命
定
期
講
習
会

を
毎
月
第
３
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
知
識
を
深
め
、
ひ

と
り
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
の
心

肺
蘇
生
法
を
こ
の
機
会
に
身
に
着
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

受
講
者
が
少
数
の
場
合
も
開
催
致
し

ま
す
の
で
受
講
を
ご
希
望
の
方
は
、
安

芸
高
田
消
防
署
警
防
課
救
急
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

火 災

救 急

救 助

そ の 他

0件
（18件）

117件
（1,257件）

0件
（20件）

2件
（36件）

10月

シ
ャ
カシ

ャ
カシ

ャ
カ

第69回国民体育大会「長崎がんばらんば国体」
レスリング　　成年男子の部　末

すえ

本
もと

　隼
とし

哉
や

　さん（神奈川大学　高宮中学校出身）
アーチェリー　成年女子の部　松

まつ

本
もと

　彩
あや

音
ね

　さん（エディオン　吉田中学校出身）

全国大会出場　おめでとうございます

平成26年10月1日委嘱　津
つ

賀
が

山
やま

　一
かず

幸
ゆき

　さん（吉田町・再任）、田
た

邊
なべ

　裕
ゆう

子
こ

　さん（甲田町・再任）

人権擁護委員に委嘱されました

瑞宝双光章

赤
あか

川
がわ

　三
さぶ

郎
ろう

 （70）さん

元　吉田町消防団　団長

　昭和41年に吉田町消防団に入
団。昭和54年に吉田町消防団　副分団長、昭和56
年に吉田町消防団　分団長、平成2年に吉田町消防
団　副団長、平成12年に吉田町消防団　団長を務
められ、38年もの永きにわたり現場の第一線にお
いて消防活動に尽力されました。

旭日双光章

今
いま

村
むら

　義
よし

照
てる

 （75）さん

元　安芸高田市議会議員

　平成5年4月に甲田町議会議員選挙で初当選され
て以降、甲田町議会議員を3期、また合併による在任特例で平成16年
3月に安芸高田市議会議員となられて以降、平成24年11月まで安芸
高田市議会議員を3期務められ、通算19年7か月の永きにわたり在職
し、甲田町、安芸高田市の発展に尽くされました。在職中は、平成13
年4月から平成16年2月までの間、甲田町議会議長を務められました。
また、交通安全活動を35年前から現在に至るまでされてきています。

総務大臣表彰を受賞されました

中
なか

田
た

　俊
しゅん

三
そう

 さん

行政相談委員

　中田行政相談委員は、毎月2回吉田
人権会館において定例行政相談所を開設するなど、地域
の身近な相談相手として活動を続けられています。
　このたび、委員活動に顕著な功績があったとして、総
務大臣より総務大臣表彰を受賞されました。

全国大会で
優秀な成績をおさめられました

瑞宝単光章　防衛功労

中
なか

村
むら

　信
のぶ

雄
お

（65）さん

元　准陸尉

　昭和43年３月に山口駐屯地入隊、習
志野駐屯地（第1空挺団）を経て、海田市駐屯地で平成14
年11月に定年退官を迎えられました。その間、昭和60年
に起きた日航機墜落事故の救助活動など、数多くの災害現
場で救助・救難活動を行われました。34年10か月の永き
にわたり、国民の命と生活を守るために尽力されました。

危険業務叙勲　おめでとうございます

感謝状が贈られました

（公社）全国スポーツ推進委員連合　
賛助会員感謝状

河
こう

野
の

　正
まさ

義
よし

 さん

　これまで甲田町体育指導員時代から長
年にわたりスポーツ少年団活動に尽くすとともに、地域で生
涯スポーツの振興に貢献した功績をたたえられ、公益社団法
人　全国スポーツ推進委員連合より感謝状が贈られました。

第14回全国障害者スポーツ大会
「長崎がんばらんば大会」
卓球競技　知的障害　青年男子の部
ブロック優勝
丹
たん

後
ご

　亮
あきら

　さん
（社会福祉法人　清風会）

秋の叙勲　おめでとうございます
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健
康

い
い

カ
ラ
ダ

　

整
骨
院
や
接
骨
院
で
の
施
術

に
か
か
る
柔
道
整
復
療
養
費
は

安
芸
高
田
市
国
民
健
康
保
険
に

限
ら
ず
全
国
的
に
増
加
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
傷
病
に
つ
い
て
、
整
形

外
科
な
ど
医
師
の
治
療
を
受
け

て
い
る
と
き
は
、
原
則
国
保
保

険
証
が
使
え
ず
全
額
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
。

　

柔
道
整
復
療
養
費
も
皆
様
か

ら
の
国
民
健
康
保
険
税
か
ら
支

払
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
柔

道
整
復
師
に
か
か
る
と
き
は

誤
っ
た
内
容
に
な
ら
な
い
よ
う

気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
か

か
っ
た
後
は
請
求
内
容
に
誤
り

が
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

柔
道
整
復
師
に
か
か
る
時
の
注

意
点

①
ケ
ガ
（
痛
み
）
の
原
因
を
正

し
く
伝
え
て
く
だ
さ
い

国
保
保
険
証
が
使
え
る
も
の

○
急
性
ま
た
は
亜
急
性
（
急

性
に
次
ぐ
）
の
外
傷
性
の

打
撲
、ね
ん
ざ
、挫
傷
（
肉

離
れ
な
ど
）

○
医
師
の
同
意
が
あ
る
骨

折
、
脱
臼

○
応
急
処
置
で
行
う
骨
折
、

脱
臼

　
（
応
急
手
当
後
の
施
術
に

は
医
師
の
同
意
が
必
要
）

国
保
保
険
証
が
使
え
な
い
も
の

○
日
常
生
活
で
の
単
純
な
疲

労
や
肩
こ
り
、
腰
痛
な
ど

の
疲
労
回
復
を
目
的
と
し

た
も
の

○
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
な
ど

の
慢
性
病
か
ら
の
痛
み
や

し
び
れ

○
症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
な

い
長
期
に
わ
た
る
も
の

○
通
勤
中
や
勤
務
中
に
受
け

た
負
傷

○
け
ん
か
や
交
通
事
故
に
よ

る
も
の

②
療
養
費
支
給
申
請
書
は
必
ず

自
分
で
署
名
し
て
く
だ
さ
い

　

負
傷
名
な
ど
の
施
術
内
容
が

記
載
さ
れ
た
療
養
費
支
給
申
請

書
は
、
柔
道
整
復
師
が
安
芸
高

田
市
国
民
健
康
保
険
へ
の
請
求

手
続
き
を
委
任
す
る
も
の
で
す
。

負
傷
原
因
、
負
傷
名
、
日
数
、

金
額
を
よ
く
確
認
し
、
必
ず
自

分
で
署
名
を
し
て
く
だ
さ
い

（
負
傷
な
ど
に
よ
り
署
名
で
き

な
い
と
き
は
代
筆
も
可
能
で
す

が
、
捺
印
が
必
要
で
す
）。

③
領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
ま

し
ょ
う

　

領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
、
金

額
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。（
領

収
書
は
無
料
発
行
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。）

　

ま
た
、
領
収
書
は
高
額
療
養

費
の
申
請
や
確
定
申
告
の
医
療

費
控
除
の
と
き
に
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ

い
た
国
民
健
康
保
険
税
を
適
正

に
使
用
す
る
た
め
、
施
術
内
容

を
文
書
に
よ
り
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

柔
道
整
復
師
（
整
骨
院
・
接
骨
院
）
の
か
か
り
方
に
つ
い
て

�

保
健
医
療
課　

４
２

－

５
６
１
９

安芸高田市 県平均 県内順位

一　　般 25，158 24，346 11

退職本人 27，297 26，911 9

退職扶養 47，678 21，078 1

全被保険者 25，717 24，410 10

（※県内順位・・県内23市町で1人当たり費用額が高い順）

平成26年8月診療分
１人当り医療費（単位：円）

食生活に関するご相談は、お気軽に保健医療課　栄養士にお問い合わせ下さい。（ ４２－５６３３）

安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

　行事食とは、四季折々の自然の恵みに感謝して、伝統行事や祭りの際に食べる食事のことです。ふるさとの
味として守り継がれてきた行事食は、旬の食材を使うことで季節感を味わい楽しむことができます。
　また、季節の変わり目には体調を崩しやすく、そのため季節の変わり目に行事食を食べることで、体に栄養
と休息を与えてきました。子どもたちが、健やかに、心豊かな人に育って欲しいという「祈り」や「願い」が込
められているともいわれています。食べ方や作り方など日本の大切な食文化として、受け継いでいきたいものです。

風邪の予防で、かぼ
ちゃを食べて、寒い冬
をのりきりましょう！

大根と貝柱のサラダ

（１人分エネルギー：122kcal、塩分：0.4g）

　　　

（作り方）
①大根は太めの千切りにし、塩少々をふ
りしんなりさせる。
②かいわれ菜は食べやすい大きさに切る。
③大根を軽く絞りボールに入れ、ほぐし
た貝柱と②、マヨネーズ、レモン汁を
加えて和える。
④器に③を盛り、輪切りにしたトマトとレ
モンを飾る。

安芸高田市食生活改善推進協議会
甲　田　支　部

（材料　４人分）
大根	………………中1/2本
貝柱缶詰	 ……………１缶
かいわれ菜	………１パック
マヨネーズ	………大さじ３
レモン汁	…………大さじ２
塩	………………………少々
トマト	…………………１個
レモン	………………1/2個

私たちが紹介します

さっぱり味のさわやかなサラダ

今月の食材　
大根

行 事 食 を楽しみましょう！

冬至（１２月２２日）

断酒会
広島断酒会ふたば会　中田克宣

090-4802-1865
※詳しい内容はお問い合せください。

　１２月１５日（月）　19：00～21：00
　　１２月２６日（金）　19：00～21：00

　吉田人権会館ハートプラザよしだ
　１２月５日（金）　18：30～20：30
　ふれあいプラザ向原

移動献血のお知らせ�
� （400mL献血）

・ 　12月26日（金）
　　　　安芸高田市甲田支所

　　　　9：30 ～ 11：15

400mL献血の基準
年　　齢：男性17～69歳　女性18～69歳
　　　　　※65歳以上は60～64歳の間に献

血経験がある方に限る。
体　　重：男女とも50㎏以上
献血間隔：男性12週間以上　女性16週間以上
総献血量：過去12カ月に
　　　　　　男性1200mL以内
　　　　　　女性 800mL以内

～『命をつなぐ献血』にご協力を～

【インフォメーション】

健康あれこれ
安芸高田市吉田温水プール健康教室
第４期参加者募集のお知らせ

　体力維持や生活改善に、年中快適な吉田温水プールで楽しく水中運動をしてみませんか。水に入るのが苦手な方、
初めてプールに入られる方、どなたでもお気軽にご参加いただけます。
コ ー ス　１月～３月（全12回開催）
　　　　　①火曜朝の部　 （1月6日～ 3月31日） 　　　　10：00 ～ 11：00
　　　　　②金曜昼の部　 （1月9日～ 3月27日） 　　　　13：00 ～ 14：00
　　　　　③金曜夜の部　 （1月9日～ 3月27日） 　　　　19：00 ～ 20：00
　　　　　③障がい者の部（1月6日～ 3月31日毎週火曜）14：00 ～ 15：00
対　　象　安芸高田市民　定員各45名※障がい者の部は30名定員
参 加 費　3,600円（施設使用料400円は別料金）
　　　　　※障がい者の部1,800円（施設使用料免除）
送　　迎　有り(金曜夜の部を除く)
申込・お問合せ先　安芸高田市吉田温水プール　（☎４７－１２１０）

たかみや湯の森温泉ウォーキングプール健康教室
　水中では腰や膝に無理な負担をかけることなく歩くことがで
き、普段使わない筋肉の回復や維持、増進を図ることができます。

コ ー ス 肩こり・腰痛・膝痛の軽減、予防コース
（10時～11時）

体脂肪燃焼
コース

（19時～20時）

対　 象 甲田・向原
地域の方

八千代・吉田
地域の方

美土里・高宮
地域の方 市内全域

と　 き

１月19日～
　３月２日
毎週月曜日

１月15日～
　３月５日
毎週木曜日

１月1６日～
　３月６日
毎週金曜日

１月15日～
　３月５日
毎週木曜日

午前10時～ 11時　７回コース
※希望者には無料で送迎があります。
※定員に余裕があれば対象地域以外か

らも参加できます。
　ただし、送迎はありません。

午後７時～
　　　８時
７回コース

申込期間 12月４日（木）～12月２１日（日）

と こ ろ たかみや湯の森温泉ウォーキングプール

定 員 17名（定員を超える場合、新規申し込みの方を優
先とさせていただきます。）

参 加 費 3，500円（温泉プール利用料１回につき500円は別料金）

申 込 先 たかみや湯の森　 ５９－００５９

【インフォメーション】

健康あれこれ 【お問い合わせ】保健医療課　☎４２－５６３３
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

子育て支援センター
【プレイルーム】
　クリスタルアージョ１階にあるプレイ
ルームは、子育て中の親子が集い交流し

あえる場所です。３歳までのお子様向けのオモチャを置い
ていますので保護者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。
おしゃべりをして、ホッと一息しませんか。
■場　　所　クリスタルアージョ１階　エレベーター正面
■利用時間　月曜日～金曜日　8：30～17：15

【子育て交流会】

■持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■人数や季節等により時間が前後する場合がありますので

ご了承ください。
■託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだいを

連れてこられても大丈夫です。
■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。

子育て支援センター（ 47－1283）

【子育て相談】
　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相
談に応じています。 お子様と一緒にお気軽においでくだ
さい。 

〈電話での相談も受け付けています。〉
■受付時間　月曜～金曜日　8：30～17：15

子育て支援センター（ 47-1283）

と　　き と こ ろ 内　　容
12月11日（木） 

10：15～10：30　受付 
10：30～11：15　活動

吉田運動公園 
エアロビクス室 

（吉田町）

親子体操
＊対象年齢
　０～１歳児

12月18日（木） 
10：15～10：30　受付 
10：30～11：00　活動

クリスタルアージョ　１階 
プレイルーム
（吉田町）

親子交流会
＊対象年齢
　２～４歳児

月日・受付時間 対　　象 会　場
12月4日（木）
13：00～13：15

３歳児健康診査
・H23年６月生まれ クリスタルアージョ４階

12月11日（木）
13：00～13：15

１歳６か月児健康診査
・H25年５月生まれ クリスタルアージョ４階

12月18日（木）
13：00～13：15

乳児健康診査
・H26年２月生まれ クリスタルアージョ４階

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談。

※対象児には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医

療課（ 42－5633）までご連絡ください。

園庭開放・体験入園日程
　子どもたちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

可愛川（江の川）河川敷で行われた鮎の収穫祭で、
投網体験をする可愛小の児童たち（10月21日撮影）

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
12月２日（火） 
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

12月２日（火） 
 9：30～11：00 かわね保育園 園 庭 開 放

12月９日（火） 
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

12月９日（火） 
 9：30～11：00 くるはら保育園 園 庭 開 放

12月10日（水） 
 9：45～11：00 甲立保育所 園 庭 開 放

12月10日（水） 
 9：30～11：00 ふなさ保育園 園 庭 開 放

12月11日（木） 
 9：30～11：00 ひまわり保育所 園 庭 開 放

12月11日（木） 
10：00～11：30 小田東保育所 園 庭 開 放

12月11日（木） 
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
12月12日（金） 
10：00～11：30 吉田幼稚園 お た の し み 会

12月1６日（火） 
10：00～11：30 吉田保育所 ク リ ス マ ス 会

（申込必要・12月12日締切）
12月18日（木） 
 9：30～11：00 みどりの森保育所 園 庭 開 放

12月18日（木） 
10：00～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放

12月18日（木） 
10：00～11：30 みつや保育所 体 験 入 園

12月22日（月） 
10：00～11：30 小原保育所 ク リ ス マ ス 会

12月24日（水） 
 9：30～11：30 入江保育園 園 庭 開 放

12月2６日（金） 
10：00～11：30 吉田幼稚園 園 庭 開 放

◆下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の
都合がありますので、各保育園にお問い合わせください。

刈田保育園　　　　 ５２－２０９９
八千代南保育園　　 ５２－３０４８
可愛保育園　　　　 ４３－１７７６

　気温が下がり乾燥してくる冬の季節は、風邪や、イン
フルエンザが流行する時期です。風邪やインフルエンザ
などにかからないために、次のことに気をつけて、日常
生活を過ごしましょう。

１、厚着は避け、衣服で調節しましょう。
　子どもは、新陳代謝が盛んで産熱量が大きいので、殆
どの子どもが大人より暑がりです。厚着で過ごすと、汗
をかきそれが冷えて、かえって風邪を引きやすくなりま
す。冬でも大人より1枚薄着を心がけましょう。
　室内と屋外や昼間と夕方は気温の変化が激しく、温度
差も大きいので、外出するときは調節しやすい服装で外
出しましょう。
　小さいころから、自然の気温の変化に慣れさせ、自律
神経の発達を促すためには、なるべく薄着ですごすこと
も大切です。

２、外から帰ったら、まず手洗いとうがいをしましょう。
　かぜのウイルスは、飛沫感染によりうつります。まず、
空気中から体の中に入ろうとするウイルスをいれないた
め、外出から帰ったら手洗いとうがいをしましょう。
手洗いは、石鹸でしっかり洗い、流水ですすぎ、きれい
なタオル等で拭きましょう。

３、体力をつけましょう。
　①しっかり睡眠
　②規則正しい生活、早寝早起き
　③バランスの良い食生活
　④時間を決めて水分摂取
などを心がけて、日中は外で遊ぶなどの生活習慣を小さ
いころから身に着けることが大切です。

４、空気の乾燥に注意しましょう。
　空気が乾燥すると、感染症の病気が流行します。暖房
器具を使う際や、睡眠中の空気の乾燥に対して、加湿器
などを利用して湿度を保ちましょう。

「冬を元気に過ごそう！」

育児相談・４か月児相談・２歳６か月児相談・おっぱい相談

月日 受付
時間

主　な
対象町 会場 相談内容 お　知　ら　せ

12
月
５
日
（
金
）

10：00

～

11：30
吉 田 町

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

●育児相談
●４か月児

相談
●２歳６か

月児相談

※4か月児相談、2歳6か月児相
談の対象児には個人通知します。

【対象】4か月児相談は平成26年
８月生まれ。

　2歳6か月児相談は平成24年６
月生まれ。

※内容：身体計測・食生活・歯・
育児全般における相談

※現在使用している歯ブラシをご
持参ください。

※午後の相談会では、『おっぱい
相談』も行います。希望の方は、
事前に保健医療課へお申込みく
ださい。（℡42－5633）

13：00

～

14：30

吉 田 町
美土里町
高 宮 町

12
月
19
日
（
金
）

10：00

～

11：30
甲 田 町

13：00

～

14：30

向 原 町
八千代町

対象町で来られない場合、他の対象町でも受けられま
す。事前に保健医療課（ 42-5６33）までご連絡ください。

（ ）

【乳幼児健康教室】

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

12月12日（金）
10：00～11：30

中央保健
センター
３階

12月5日
～

12月11日

★生後５か月児～
１歳６か月児と
その家族

お茶・タオル

すくすく教室　～すくすく離乳食～
★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　赤ちゃんのお口の機能や発達に合わせた
食べ方など分りやすく説明します。離乳食を作って試
食をします。

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課（☎42-5633）へお

申し込みください。
　 （受付時間：８：30～17：00、土日祝は除く） 
Email  :  sukusuku@city.akitakata.lg.jp
メールで送られる場合は、件名に「すくすく離乳食
教室申し込み」と入力して、本文にお子さんの名前、
月齢、町名、アレルギーの有無、きょうだい参加有
無（有の方は、名前、年齢）を入力してください。

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

12月17日（水）
９：30～13：30

クリスタル
アージョ

12月10日

～

12月1６日

★小学就学まで
の乳幼児をも
つ保護者

歯ブラシ・
お茶・タオル・
エプロン・三角巾

※定員：15名（定員になりしだい申込みを終了します）
※託児があります（お願い：お子さんの昼食は各自で

ご持参下さい。）
※参加希望の方は、保健医療課（☎42-5633）へお

申し込みください。
受付時間は8:30 ～ 17:00、土日祝は除く
Email  : genkiup@city.akitakata.lg.jp
メールで送られる場合は、件名に「ビューティーアッ
プ教室申し込み」と入力し、本文に名前、町名、託
児の有無（有の方は託児の人数）を入力して下さい。（ ）

ビューティーアップ教室
★口元からアンチエイジング、
　　　食事でキレイになろう！★

　歯とお口から始めるアンチエイジング、口元から健
康力をあげてみませんか？お肌に栄養たっぷりクッキ
ングもあります。骨密度測定で骨年齢チェック！

ハッピープレママサロン
～妊娠中からの子育てを応援します～

日　時 場　所 内　　　容 担当

12月2日（火）
（10：00～12：00）

中央保健
センター

３階

第３回
 「赤ちゃんとの出会い、キ

ラキラ新生活☆」
★出産について♪
★赤ちゃんとの生活♪
　（沐浴・抱き方・おむつ

替えにチャレンジ）等

助産師

保健師

【対　象　者】妊婦さん（状態が安定している方）と家族
 【持参する物】母子健康手帳・お茶等
 【参加と託児】参加には予約が必要です。託児希望がある場合

は、予約時にご相談くさい。
※骨盤ケアのエクササイズを毎回行いますので、動きやすい服

装でおいでください。
※３回シリーズですが、いつからでも参加できます。

次回は１月2７日（火）《マタニティーライフを楽しもう～マ
マの変化とベビーの成長、妊娠中の過ごし方等～》を予定し
ています。

※予約先：保健医療課　 42－5633
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神楽を満喫
第42回高宮神楽まつり
　深夜まで舞い続ける伝統のまつり、年に１度の高宮神楽
が10月11日（土）高宮ハーモニー広場で開催されました。
　他県ナンバーの自動車も見かけられる駐車場へ車を停め
ると、笛や太鼓の音が聞こえてきます。会場入口の鳥居を
くぐるとたくさんのお客さん、出店が目に飛び込んできま
した。
　過ぎゆく秋の一夜を、好みのものを食べたり飲んだりし
ながら、ゆったりと神楽を楽しんでおられるようでした。

歴史あるカエデを愛でる
カエデまつり
　毎年、見ごろを迎えた頃、近隣住民の皆さんの協力によ
り唯

ゆい

称
しょう

庵
あん

跡のカエデ林で開催されているカエデまつり。こ
のカエデ林は、約190年前、唯称庵に17年間在庵した本

ほん

励
れい

上人が京都の高尾から苗を取り寄せて植えられたもので
す。
　今年は11月8日（土）に開催され、豚汁や焼きいも、新
鮮野菜の販売が行われました。また、夜にはカエデがライ
トアップされた情緒的な雰囲気の中、上河内神楽団による
神楽上演も行われました。

地元の川で育った鮎
鮎の収穫祭
　5月に可愛小の児童が可愛川（江の川）に放流した鮎の稚
魚が成長した頃を見計らい、10月21日（火）、鮎の収穫祭
が開催されました。鮎の稚魚放流と収穫祭は、可愛川漁協
可愛支部の協力のもと、可愛小4年生の児童を対象に毎年
開催されています。
　児童たちはおいしそうに鮎の塩焼きを食べており、中に
は「初めて鮎を食べた」と言う子もいました。漁協による投
網の実演や、児童たちが投網を実践する場面もあり、想像
以上に重たい網に驚きながらも貴重な体験をしていまし
た。

ながーい巻き寿司2１4ｍ
第３2回たかみや大地の祭り
　これぞ秋晴れという、イベントには絶好の天気に恵まれ
た10月19日（日）、第32回たかみや大地の祭りが高宮支
所ふれあい広場で開催されました。
　西暦にちなんだ214メートルのながーい巻き寿司を、
高所作業車のバケットに乗った実行委員会のメンバーの軽
妙な指示に合わせて多くの方が一列に並んで一斉に巻き上
げました。
　皆さんの気持ちを合わせて完成した巻き寿司は、切り分
けて参加者が持ち帰られました。

輝く未来に向かって
青少年育成フェスティバル
　11月8日（土）、甲田文化センターミューズで、青少年
育成フェスティバルが開催されました。
　甲田空手道スポーツ少年団修武館による「空手演武」披露
の後、市内の小中高生が意見発表の場で、日頃感じてい
る想いや海外ホームステイで体験したことなどを堂々と
発表していました。甲田町出身で、第55次日本南極地域
観測隊に参加した植田 勲

いさお

さんによる「南極ってどんなとこ
ろ？」と題した講演では、昭和基地内や南極の動画を見せ
たり、クイズを出したりして、南極の様々な調査や活動の
内容をわかりやすく来場者の皆さんに伝えられました。

ひろしまフードフェスティバル
安芸高田市の名産品が集合
　10月25日、26日の2日間で、82万人が来場したひろ
しまフードフェスティバル。広島市中央公園会場では、安
芸高田市から7店舗が自慢の産品を出品しました。
　安芸高田の美味しい物をたくさんの方に味わっていただ
き、早々に完売したものもありました。神楽五色麺のひと
つ「夜叉うどん」を2日で1,000食以上提供するなど、普
段は安芸高田市でしか食べることのできない名産品を市外
の方にも広く知っていただく機会となりました。

ウォーキングで健康づくり
第2回安芸高田市湧永庭園ウォーク
　近年、病気やケガをせず健康寿命をいかに伸ばすかが注目されており、健康を維持
するためには、ウォーキングが効果的であるとされています。10月18日（土）、第2
回安芸高田市湧永庭園ウォークが開催され、参加した258名の方々が爽やかな汗を
流されました。
　今年の湧永ウォークでは13㎞コース、7㎞コース、3㎞コースが設けられ、参加者
の皆さんは、自分の目標に合わせてウォーキングをされていました。ウォーキングの
途中、辛そうな表情をしていた方も、ゴールしたときはすがすがしい顔で、達成感を
感じておられるようでした。
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およろこび

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ

れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎42-5612までご連絡ください。

おくやみ

敬 称 略

橋 本 秀
しゅう

一
いち

郎
ろう

東 　 悠
はる

空
く

福 田 愛
あ

奏
かな

佐 々 木 あ き
関 平 美

み

月
づき

中 野 昂
こう

希
き

小 谷 子
古 江 　 昭
澤 㟢 英 宥
谷口 美千男
波多野 ツルコ
佐々木 アキミ
髙繁 イチヱ
益原 ミヨコ
三浦 ハツコ

五郎丸 ミキヱ
富 田 八 郎

山本 ミズヱ
新 本 義 登
松 田 輝 一

上 村 幸 子
大 番 愛 子

大 野 　 要
佐々木 昭三
小 川 賢 三
重 清 春 江
奥 谷 俊 治

木 坂 明 登
米 近 正 利
森川 千榮子
品 川 正 慶

田 村 德 美

石 川 京 子
本 家 武 敏
田 口 靜 子
藤 川 久 則

近 藤 萌
め

衣
い

水 戸 蒼
そう

介
すけ

橋 川 穂
ほの

華
か

賀 志 古 　 柚
ゆず

新 村 芽
め

生
い

地 西 輝
いつ

希
き

村 上 健
けん

太
た

小 林 友
とも

香
か

日 高 悠
ゆう

陽
ひ

国 岡 楓
ふう

叶
か

国 岡 凛
りん

叶
か

今 井 希
のぞ

未
み

山 本 　 甫
はじめ

柴 野 舞
まい

希
き

増 野 創
そう

一
いち

松 本 空
あお

依
い

吉 田 町
（男）
（男）
（女）
（男）
（女）
（男）

（女）
（男）
（女）
（女）
（女）
（男）
（男）

（女）
（男）

（女）
（女）

（女）
（男）

（男）

（男）
（女）

八千代町

美土里町

高 宮 町

甲 田 町

向 原 町

吉 田 町
（ 吉 田 ）
（ 吉 田 ）
（ 吉 田 ）
（ 吉 田 ）
（ 常 友 ）
（多治比）
（ 福 原 ）
（ 高 野 ）
（ 相 合 ）

八千代町
（佐々井） 
（佐々井） 
美土里町

（ 北 ）
（ 横 田 ）
（ 生 田 ）
高 宮 町

（佐々部）
（佐々部）

（ 船 木 ）
（来女木）
（ 原 田 ）
（ 川 根 ）
（ 房 後 ）
甲 田 町

（上小原）
（上小原）
（上小原）
（下小原）

（高田原）
向 原 町

（ 長 田 ）
（ 長 田 ）
（ 坂 ）
（ 坂 ）

86
64
76
76
94
95
92

103
87

93
78

92
81
96

81
60

94
85
71
95
54

99
91
81
89

84

75
73
98
85

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

歳
歳

歳
歳
歳

歳
歳

歳
歳
歳
歳
歳

歳
歳
歳
歳

歳

歳
歳
歳
歳
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